
火
山
防
災
・
復
興
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
会

長
の
藤
井
教
授
の
講
演
で
は
「
火

山
の
恩
恵
を
堪
能
し
、
火
山
と
と

も
に
生
き
る
自
覚
を
」
と
の
言
葉

に
納
得
。
今
回
の
新
燃
岳
噴
火
の

噴
火
に
つ
い
て
、
私
た
ち
が
活
火

山
の
麓
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
で

あ
っ
た
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。「
㊦
」

災
害
支
援
の
特
集
を
組
み
ま

し
た
。
取
材
で
は
、
人
の

温
か
さ
や
優
し
さ
を
感
じ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
し

た
。
Ｉ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
Ｃ
の
店
員
か
ら「
頑
張
っ

て
」と
差
し
入
れ
を
も
ら
っ
た
話
。

快
く
寝
床
を
貸
し
て
も
ら
っ
た

話
。
被
災
者
か
ら
逆
に
、
新
燃
岳

噴
火
へ
の
労
い
の
言
葉
を
も
ら
っ

た
話
。
支
え
あ
い
、
こ
の
日
本
の

底
力
が
復
興
を
支
え
て
い
く
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。「
Ｔ
」

Ｐ．Ｓ．
あとがき postscript

■
編
集
発
行
／
小
林
市
総
務
部
総
務
課

　
〒
886-8501　

小
林
市
細
野
300
番
地

　
T
EL 0984-23-1111　

FA
X
 0984-22-4177

広
報
こ
ば
や
し
６
月
号

ＪＵ
Ｎ
.2
0
1
1
№

0
0
6
3

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.kobayashi.lg.jp

　
携
帯
版
Ｈ
Ｐ
　
http://w

w
w
.city.kobayashi.lg.jp/i/

　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

city.kobayashi.lg.jp

「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
」
、「

人
権
擁
護
都
市
」
　
小
林
市

※
平
成
18
年
12
月
22
日
、
小
林
市
議
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

Citizen's Smile
みんなの笑顔

取材現場から

ゲームで大好きな

味噌とメロンが当たりました。 　

川か
わ
た田
妃ひ
め
か花
ち
ゃ
ん
（
右
）
と

　

立た
て
や
ま山

来ら
い
き希

く
ん
（
左
）

ハ
ー
ブ
祭
り
Ｉ
Ｎ
の
じ
り

市役所の鯉のぼりもつくったよ。

小林中央保育所くじら組のみなさん

市
長
を
表
敬
訪
問

地
域
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

宮み
や
じ司

龍り
ゅ
う
が我

く
ん
、
富と
み
み
つ満

泰た
い
が雅

く
ん

▼

宮み
や
じ司

龍り
ゅ
う
が我

く
ん
、
富と
み
み
つ満

泰た
い
が雅

く
ん

▼

授業ありがとうございました。

ホ
タ
ル
授
業

　

小
林
市
地
域
婦
人
連
合
協
議
会
と

　

日
本
赤
十
字
奉
仕
団
の
み
な
さ
ん

▼

「美味しい」と言ってもらえて
うれしかったです。 ▼

とがき post

須木に来て、その魅力を堪能してみませんか。 　

す
き
む
ら
ん
ど
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

　

の
み
な
さ
ん

滝
ま
つ
り

▼




